
キャリアトレーニングの視点と考え方 

Ⅰ．キャリアトレーニングの視点 

ローケン基本的視点 自分像の認識 自己鍛錬（順） 

① 得意分野の発見と伸長 

  ↓ 

② 弱点部分の補強、訓練 

  ↓ 

③ 自己表現のための技法の習得 

 

① 自分が求めることは何か 

 （動機づけ）が明らかでないと「仕事」 

 は続かない。 

② 企業が「求める人材」がどのような 

 ものかがわからなければ対処の仕様が 

 ない。 

③ 小手先のテクニックではなく自身を 

 鍛える他にない。 

 

  

 

   

 ・ 即戦力（中途） 

 ・ 一早く即戦力になりうる 

  人材（学卒） 

 

 

 

 ① 頭の良さ（「地頭」「学力」） 

 ② コミュニケーション 

 ③ 問題発見、課題達成能力 

 ④ アピアランス 

 ⑤ 専門分野のスキル 

 

① 自分がやりたい事 

 （動機、意欲） 

② 自分の現状の姿 

   
③ 自分の現状のレベル 

 
④ 目標までの距離 

 
⑤ 目標達成のプロセスと 

 具体策の検討・実行 

 

雇用労働以外の「道」 

（芸術家、職人、独自の生き方） 

 

Ⅱ．キャリアトレーニングの手順と方法 

自分像測定 手  順 方 法（企業の求める「基礎能力」）分野別 

頭の良さ コミュニケーション アピアランス 課題達成能力 

１．躾（しつけ） 

 （→ 賢さ、アピアランス） 

２．体力、健康 

（→ アピアランス） 

３．学力、教養 

（→ 頭のよさ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 

４．性 格 

（→ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、賢さ） 

５．専門的能力、スキル 

 （→ 課題達成） 

 

１．問題点の項目書き出し 

２．伸長分野と補強分野の 

特定 

３．目標設定 

４．訓練メニューの選定 

５．実践、再測定 

 

① 会話、文章力に必要 

 な知識（漢字、英単語） 

② 仕事上必要な計算力 

③ 社会に必要な基本動 

 作と教養 

 

① 会話における基本 

 トレーニング（相手 

 の「理解」と自分の 

 「心」の伝達） 

② ビジネスマナー 

③ 言葉の使い方 

① 服装、身だし 

なみの基本トレ 

ーニング 

② 仕草、態度の 

 好感度 

 

 

① 課題書き出し 

② 優先順位 

③ 具体策の立案 

④   〃  検証 
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企業の求める人材 

 

必要な「基礎能力」 


